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1. はじめに 

我が国では，既存の道路網を最大限に活用して多様な

交通需要に対応していくため，継続的な道路交通モニタ

リングと情報提供が一元的に可能な ETC2.0 の導入が推

進されている．2016年 12月時点の ETC2.0車載器の普及

台数は 200 万台を超えており，車両の走行・挙動履歴で

ある ETC2.0プローブ情報も日々蓄積されている 1)． 

ETC2.0プローブ情報は，現時点では非公開なので利用

者が限定されるが，道路管理者による活用事例が増えつ

つある．具体的には，冬期道路の信頼性・円滑性，交通安

全対策や観光交通の実態把握等に活用されている 2)．ま

た，道路交通分析への活用可能性 3)や OD推定手法 4)の研

究も見られる．このように活用事例や研究事例が増えつ

つある一方，道路種別毎，車種毎の台数やデータ取得条

件による影響等の ETC2.0 プローブ情報の基本特性を明

らかにした事例が見当たらない．そこで，著者らは道路

管理者に，道路交通分析の的確な遂行に際して把握すべ

き基本特性に関する実態をヒアリング調査した．その結

果，基本特性の重要性は認識されているが，把握すべき

詳細を明らかにできていない状況であることがわかった． 

この実態を踏まえて，本研究の目的を ETC2.0プローブ

情報の基本特性の体系化とした．本稿は，基本特性分析

の一端を報告する． 

2. 研究方法 

本研究では，まず，ETC2.0プローブ情報の仕様を調査

する．次に，基本特性の分析項目および手順を立案し，国

土交通省近畿地方整備局管内（2府 6県）の ETC2.0プロ

ーブ情報を用いて基本特性を分析する．そして，道路交

通分析に ETC2.0 プローブ情報を用いる際に把握すべき

基本特性を体系化する．本稿では，ETC2.0プローブ情報

の基本特性分析までを報告する． 

3. ETC2.0 プローブ情報の仕様の調査 

ETC2.0 プローブ情報は，ETC2.0 車載器を搭載してい

る車両が路側機を通過する際，車載器と路側機とでデー

タを送受信して収集されている（図-1参照）．その仕様と

しては，図-1に示すとおり，走行履歴と挙動履歴とで構

成された点列データである．走行・挙動履歴の 1 点の取

得条件は図-1 のように定められており，1 点毎にレコー

ド化されている． 

4. 基本特性の分析項目・手順の立案 

ETC2.0プローブ情報の取得量・範囲は重要な基本特性

となるため，基本特性分析には，主に走行履歴を用いる．

基本特性の分析項目は，道路管理者および道路交通分析

者と意見交換を重ねて，表-1に示す 26項目を設定した． 

5. ETC2.0プローブ情報の基本特性分析 

本研究では，国土交通省近畿地方整備局管内（2府 6県）

の ETC2.0プローブ情報（2016年 4月 1日～30日の 1カ

月分）を用いて表-1に示した基本特性を分析した．その 

 
図-1 ETC2.0プローブ情報の収集イメージ 

表-1 ETC2.0プローブ情報の基本特性の分析項目 

 

前後加速度-0.25Gを超
えた地点でデータ取得

左右加速度±0.25G
ヨー角速度±8.5deg/s

を超えた地点でデータ取得

挙動履歴

200ｍ間隔もしく
は45°方向回転
時にデータ取得

エンジンON/OFFし
た地点から半径500
ｍのデータは消去

半径500ｍ
路側機

路車間通信
する際に、
運行IDが付与

80km200m 200m

データ蓄積容量は80km
80kmを超えると古いデータ

から消去

データ欠測 データは点列データ
レコード数と呼ぶ

走行履歴

項番 分析内容 項番 分析内容 項番 分析内容

1 データの全数 10
取得データの分布状況
（挙動履歴）

19

取得できている平均旅
行速度と民間プローブ
情報の比較

2

取得データの分布状況
（道路種別毎・走行距
離）

11 RSUのカバーエリア 20

マッチング失敗データ
の取得状況，民間プ
ローブ情報との比較

3

取得データの分布状況
（道路種別毎・走行台
数）

12
RSU別の取得データ

特性
21 トリップ数分布

4
取得データの分布状況
（車種毎・走行距離）

13
車種構成
（走行距離）

22 起終点分布

5
取得データの分布状況
（車種毎・走行台数）

14
車種構成
（走行台数）

23
トリップの切れ目の
状況

6
取得データの分布状況
（RSU毎・走行距離）

15
データ蓄積間隔，
欠測状況

24
プローブ統合サーバで
の処理時間分布

7
取得データの分布状況
（RSU毎・走行台数）

16 トリップの完全性 25
マップマッチングの精
度，外れ値

8

取得データの分布状況
（交通調査基本区間・
走行距離）

17 2次メッシュ跨ぎ流動 26
出現運行IDの

様式間比較

9

取得データの分布状況
（交通調査基本区間・
走行台数）

18

路線別の取得状況およ
び民間プローブ情報と
の比較
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結果，1 カ月分の総レコード数は約 2 億 8 千万レコード

であった．本稿では，表-1の項番 2～9，17および 21の

結果を報告する． 

（1）取得データの分布状況（項番2～9） 

取得データ（レコード数）の分布状況は，道路種別毎，

車種毎および交通調査基本区間毎に分析した．その結果，

道路種別毎では，高速道路および直轄国道で約 75%を占

めていた．車種毎では，小型車が約 90%，大型車が約 10%

であった．図-2(a)は路側機毎，図-2(b)は交通調査基本区

間毎のレコード数を示している．図-2より，路側機が設

置されている高速道路および直轄国道で取得数が多いが，

補助国道，主要地方道，一般都道府県道や一般市道も取

得されつつある状況を確認できた． 

（2）2次メッシュ跨ぎ流動の状況（項番17） 

本分析では，2 次メッシュ（10km×10km の矩形）を跨

いだ車両数を集計した．その結果，30メッシュ以上を跨

いで走行している車両が突出して多く見られた．その要

因を究明すると，車両を識別する運行 ID に重複があり，

車両 1 台毎の正確な移動経路が集計できていないことが

わかった．また，集計過程にて，通行した 2 次メッシュ

が不明なデータが多数存在した．この要因を究明すると，

道路ネットワークデータを用いたマップマッチング処理

で不具合が生じていることがわかった．いずれの要因も

ETC2.0 プローブ情報を集積しているデータベースの処

理にて生じている可能性が高いと考えられる． 

（3）トリップ数分布（項番21） 

本分析では，日毎のトリップ数を 1～29および 30トリ

ップ以上の計 30区分で集計した（図-3赤色の実線）．そ

の結果，1～29 トリップにかけて低下し，30 トリップ以

上が最も多く，全体の約 11%を占めていた．この要因と

しては，エンジン ON/OFF によるトリップの細分化や運

行 IDの重複と考えられる． 

（4）運行IDの重複に対する考察 

 前節の分析結果から，運行 IDに重複があり，分析結果

に悪影響を及ぼしていることがわかった．そこで，運行

ID の重複を防ぐため，運行日＋運行 ID に加工して集計

した（図-3青色の斜線）．その結果，前節の結果から明ら

かになった不具合を約 3%まで減少させることができた．

そのため，ETC2.0プローブ情報から取得されるデータか

ら車両数を算出する場合は，運行日＋運行 IDに加工する

ことで実態に即した状況を再現できると考えられる．    

 

(a)路側機毎      (b)交通調査基本区間毎 

図-2 路側機毎および交通調査基本区間毎のレコード数 

 

図-3 日毎のトリップ数の集計結果 

6. おわりに 

 本稿では，ETC2.0プローブ情報の基本特性分析の一端

を報告した．今後は，残り 3 項目の基本特性を分析し，

道路交通分析に ETC2.0 プローブ情報を用いる際に把握

すべき基本特性を体系化する．  
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